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会 議  録  


会 議 の 名 称 第８回行田市総合振興計画審議会  


開 催 日 時 平成 22 年 10 月 29 日（金）  


   開会：午後２時 00 分・閉会：午後３時 20 分  


開 催 場 所 産業文化会館第２会議室  


出席者（委員） 


氏 名 


田口英樹委員、香川宏行委員、小林友明委員、中村博行委員、岸田昌


久委員、委員、高橋弘行委員、根本和雄委員、小林康男委員、引地み


ち子委員、長谷見輝生委員、大澤由子委員、委員、龍前三郎委員、横


田保良委員、澤田春雄委員、橋本信雄委員  


                      （名簿順・敬称略） 


欠席者（委員） 


氏 名 


鈴木秀憲委員、原口方宏委員、小川勢津雄委員、斎藤孝次委員  


                           （同上） 


事 務 局 高橋総合政策部長、高橋企画政策課長、森原主幹、西尾主事  


会 議 内 容 


○ 第５次行田市総合振興計画基本計画（原案）について  


「重点プロジェクト」  


○  答申について  


会 議 資 料 


（資料名・概要等）  


○ 次第  


○ 第５次行田市総合振興計画 重点プロジェクト案  


○ 第５次行田市総合振興計画 答申案  


 


会 確   


議  


録  


の 定  


確 定  年 月 日  主 宰  者 記 名 押 印  


       年  月  日              ㊞  
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 発 言 者  会議の経過（議題・発言内容・結論等）  


 


 


 


 


 


 


会 長  


 


 


 


 


 


 


 


 


 


 


 


 


 


 


 


 


 


 


 


 


 


※  会長あいさつ  


※ 欠席委員の確認  


※ 会議を「公開」とすることを決定 傍聴人なし  


議事  


（１） 重点プロジェクトについて  


（資料に基づき事務局より説明）  


・ただ今、重点プロジェクトについて、事務局より説明があった。 


・重点プロジェクトは、54 名の市民により開催された「ぎょうだ


夢づくり会議」や、市の若手職員 21 名による研究会において、


市の発展のために今後特に力を入れて推進することが求められ


るとされた意見をまとめたものである。 


・内容については、基本計画に掲げた政策及び施策は横断的に取


組むことが求められるということを前提に、主に福祉、環境、


まちの活性化、市民力という観点から、プランとして簡潔にま


とめ、これらを結び付けた上で、定住人口や交流人口をも含め


た“まちづくり人口”の増加を目指し、「ようこそぎょうだ！プ


ロジェクト」の名のもとに、市民と行政が手を携えてまちの活


性化を図っていこうというものである。 


・総合振興計画を策定する上で、市民意見は十分に反映させてい


るとこれまでの審議会を通して感じているが、市民会議からの


提言をこのように形として示したことは、この計画の推進に対


する市の責任を明確にするとともに、市民とともに進めた計画


づくりというものをより明らかにするためのものである。 


・ここに掲げた重点プロジェクトのプランは、この部分だけが別


に独立したものではなく、基本計画に基づく個々の取組みと結


びついた上で一層の推進が必要とされるとともに、その効果が


計画全体に波及してくるものではないか。 


・それでは、重点プロジェクトについて、皆様方のご提言・ご意
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委 員  


 


 


 


 


 


 


 


 


 


 


 


 


 


 


 


 


 


 


 


 


会 長  


 


 


 


 


 


 


見をお伺いしたい。 


・最初に感想として、まず、まちづくりの人口の増加に重点を置いた


のは良いと思った。  


・プラン１の「子育てしやすいまちへ」については、これから行田を


背負っていく若い人、子どもたちにとって住みよいまちにするた


め、また若い人たちが行田に移ってきていただくために、子どもを


育てやすい環境にするというのは、重点としては良いと思う。  


・プラン３の「活性化プラン」の中で、「誇りの持てるまちへ」とあ


るが若干懸念がある。先日、行田の紹介番組があり、その中で、長


く住んでいる自分にとっては、これが“行田の自慢トップ３０”の


中に入るのかというものが幾つかあり、行田はこんな低い生活をし


なければいけないのかと感じるような紹介をされていて、尐し残念


だった。その翌日のＢ級グルメの大会を見ても大変な盛況だったの


に、午前中で材料がなくなってしまい大変期待して来た人ががっか


りして帰ったという話を聞いた。そういう中で、行田がＢ級グルメ


で街のレベルを測られては困るので、B 級ではないＡ級のまちづく


りをしなくてはならないと思った。  


・例えば、先週小布施に行ったが、2,100 円と 2,60 0 円のランチで、


平日にもかかわらず約１時間待ちなのである。行田はゼリーフライ


だと 100 円なので、その差を埋めてもらいたい。行田も、2,100 円、


2,600 円のランチを食べるのに１時間かかるようなまちに、ぜひ目


標を上げていただきたいというのが私の感想である。  


・私も個人的には、Ｂ級グルメのＢ級というのはどうも引っ掛か


るところがあった。やはりＡ級であって当然なので、市民の皆


さんが行田のまちはＡ級であるというプライドを持つように、


また、市民が行田のまちを意外と知らないので、そういう細か


なところも市民がもう尐し勉強していくように、もっと啓蒙し


てやっていきたいと思う。  


・人口増加については世界的な問題である。ロシアでは子どもを







 4 


 


 


 


 


 


 


 


 


 


 


 


 


 


事 務 局  


 


 


 


 


 


会 長  


 


委 員  


 


 


 


 


 


 


 


産んだら 96 万円の出産手当が出ることになったようである。こ


れはロシアにすれば大変な金額らしいが、大変人口が増えたと


いう記事が新聞に掲載されていた。人口の増加というのは、経


済でも文化でもすべての基本である。行田も残念ながら人口が


減っている。この点については、議会でも取り上げられている


が、ぜひ市民の皆さんにもその後押しをしていただき、人口増


加を図っていきたい。  


・同時に、まちのプランとして、もう尐し住宅が建てやすいよう


な施策も必要である。  


・この重点プロジェクトの中では、今、委員が言われたようなこ


とももちろん含んでいるが、あと、委員の皆さん方も日頃から


後押ししてやっていただければありがたいと思う。  


・今の委員のご意見に対して、事務局から何かあるか。  


・Ｂ級グルメの話が出たが、市としても、これはひとつのきっか


けづくりだと思う。フライ・ゼリーフライ、あと「のぼうの城」


もあるが、一つのイベントを開催するというのが最終目的では


なく、そこに人が来ることで、お金を落としてもらって活性化


につなげたい。そのためには市民の皆さんの力がないとできな


いので、協働して活性化につなげていきたいと思っている。  


・そういう部分については、このあとのいろいろな会合や集会な


どで、そういうものがどんどん図られていくことになると思う。 


・感想と、要望に関して２点ほど話したい。  


・まず、全体的な感想として、重点プロジェクトの一番最初に「よ


うこそぎょうだ！プロジェクト、暮らしてみたいまちへ・訪れ


てみたいまちへ」とあるが、これは英語に訳すと「 Welcome to 


Gyoda!」となり、素晴らしい表題である。私は、これからは行


田では、外国人も含めてすべての人たちに魅力のある文化・歴


史を伝えたいということを考えているので、一番最初この表題


を挙げていただいたのは、将来像とともに非常に評価をしたい







 5 


 


 


 


 


 


 


 


 


 


 


 


 


 


 


 


 


 


 


 


 


 


 


 


 


 


 


 


 


 


と思う。  


・それぞれのプランに関しては、この５つは素晴らしくバランス


が取れていると思うが、その中でも特にプラン４の「ぎょうだ


人財コーディネートプラン」、「ぎょうだ人財バンク」を非常に


高く評価したい。これは行田の人を大事にするということで、


夢づくり会議でも多く意見が出ていた。それがもう実際に動き


出しており、充実を図るということであるが、この人財力とい


うのはすべての基礎だと思う。  


・２番目の「子どもが夢を抱ける学びのまち」については、学び


のまち行田、学びの駅と言うが、この「ぎょうだ人財コーディ


ネートプラン」を一つひとつ具体的に推進していけば、素晴ら


しいまちになるのではないかと思う。  


・最後に、プラン５の「まちづくり推進プラン」については、こ


れからの人口減尐社会において、やはり自治会、小地域単位の


活動が基本になってくると思うので、「自主自立が確立されたま


ち」ということで、きちんと住民自治というものに触れられて


おり、ここに関しても、市民とともにこのプランを推進してい


けたらと思う。  


・用語に関して２点ほど。プラン２の「地球にやさしいまちへ」


の、「ごみの減量や分別、リサイクルをはじめ、省資源・省エネ


ルギーによる循環型のまちづくりに取り組みます」という箇所


について、国連で「持続可能な教育のための 10 年」というのが


2005 年から始まって、皆さんがよく聞く「サスティナブル」、「持


続可能な」という言葉がこれからの１つのキーワードになって


いる。このことから「省エネルギーで循環型の持続可能なまち


づくり」のように、「持続可能な」という言葉を、どこかに入れ


るように検討していただければと思う。  


・また、４ページの「可能性に満ちたまちへ」の「都市計画マス


タープラン」について、一番最初の会議でも、都市計画マスタ
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会 長  


 


 


 


 


 


委 員  


 


 


 


 


 


 


 


 


 


 


 


 


 


 


ープランの策定は本計画に続く重要なものと発言した。マスタ


ープランの策定では、土地利用の具体的な方針がこれから明ら


かになってくることとなる。ここの２行目で、「まちのポテンシ


ャルを高めます」とあり、英語をそのまま片仮名に直して「ポ


テンシャル」と言っているが、「まちの魅力」とか「まちの深み」


という表記にして、もう尐し行田らしさ、日本人の誇りみたい


なところで何か一工夫して、より良い日本語としての表記を検


討していただけたらありがたい。  


・貴重なご意見、ありがとう。「ようこそぎょうだ」、「人財バンク」


ということで、こちらに載せてもらったが、市長に答申する中


では、今、委員と委員がご提言されたようなことも含め、こう


いった会議録、どういう意見があったかという細かなことも、


全部お伝えしたいと思っているので、ご了解願いたい。  


・ほかに何かあるか。  


・委員の発言にもあったが、「ようこそぎょうだ！プロジェクト」


というのは素晴らしい文言で、キャッチフレーズとしてはベス


トだと思う。  


・「ぎょうだ人財コーディネートプラン」、「子どもが夢を抱ける学


びのまちへ」というのは、今後 10 年、 20 年先の行田を任せら


れる次世代の人材を育成するために最も大事なことだと思う。


こういうことが方向性として示されているのは、非常に評価で


きる。  


・先ほど委員から出されたＢ級グルメの話で、行田をＢ級ではな


くＡ級にという意見について、私も、Ｂ級はＡ級よりも味や質


が落ちるということだと勘違いしていたが、実際は、Ｂ級とい


うのは気楽に、また簡単に毎日利用できるということを指すの


だそうである。二千数百円の定食と数百円のゼリーフライなど


とを比較すれば、当然違う点が出てくると思う。行田はあくま


でもＡ級を目指すというのは、とてもいい目標だと思う。行田
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会 長  


 


 


 


 


委 員  


 


 


 


 


 


 


 


会 長  


 


 


会 長  


 


 


 


 


会 長  


 


 


は「のぼうの城」の映画の撮影、古代蓮など、観光地として自


慢できるものがいろいろあるので、市民の皆さんももう尐し自


覚を持って、市民自ら誇りと自信を持って他市等に発信できる


ようになれば、さらにいいまち、まちおこしへとつながると思


う。  


・貴重なご意見、ありがとう。子どもが夢を抱けるまちづくりと


いうものは、根本的に一番大事なものだと思う。  


・Ｂ級グルメのことについては、手近に気軽にという、そういう


いい点もたくさんあろうかと思う。  


・ほかに何かあるか。  


・先ほどの委員の意見は、レベルではなくて、相対的にＡ級のク


ラスに上げてほしいという意味で、Ｂ級グルメの質が悪いとい


うような意味で言われたのではないと思う。  


・総体的に、この重点プロジェクト案というもの自体は良く出来


ていると思う。この５つのプランの中で、ある程度各セクショ


ンに分かれたら、細かい点を煮詰めれることとなるので、総合


振興計画の中では、方向性を定めてあればよいのではないかと


思う。  


・ありがとう。重点プロジェクトについては、この計画で進めて


よろしいか。  


（異議なし）  


・ありがとう。この重点プロジェクトについては、計画をより実


のあるものにし、また市民の提言の実現のために、計画的で充


実した取組みを強く期待する。  


 


（２）答申について  


・続いて、議事（２）、「答申について」の審議に入らせていただ


きたい。本日の資料の中の答申案をご覧いただきたい。先 の 審


議 会 に お い て 、皆 様 方 を 代 表 し て 、私 と 副 会 長 で 答 申 案
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を 策 定 す る こ と を 御 承 認 い た だ い た 。そ れ に 基 づ き 、こ


れ ま で 皆 さ ん か ら い た だ い た 数 多 く の ご 意 見・ご 提 言 を


振 り 返 り 、 副 会 長 と 話 し 合 い を 重 ね 、 答 申 案 と し た 。  


・ 答 申 の 形 と し て は 、 こ れ ま で 出 さ れ た 多 く の 意 見 等 を


総 括 し た 上 で 、特 に 答 申 と し て 伝 え る こ と が 望 ま し い と


思 わ れ る も の を ５ つ に ま と め た 。 答 申 の 内 容 に つ い て 、


私 か ら 説 明 さ せ て い た だ き た い 。  


・ま ず 、 一 つ 目 の 答 申 で あ る 。 こ の 中 で 求 め た い こ と は 、


何 よ り も 市 民 と 行 政 と の 協 働 で あ る 。協 働 と い う 言 葉 は


以 前 か ら 枕 詞 の よ う に 使 わ れ て い る が 、思 う よ う に 進 ん


で い な い の が 現 状 と 見 受 け ら れ る 。し か し 今 後 の 市 政 運


営 で は 、市 民 の 協 力 、こ れ を な く し て は 市 政 が 成 り 立 た


な く な る の で は な い か と 思 う 程 に 、市 民 の 皆 さ ん の 力 が


必 要 に な る こ と は 間 違 い な い も の と 思 わ れ る 。本 計 画 の


策 定 に あ た っ て は 、こ れ ま で に な い 無 作 為 抽 出 と い う 斬


新 な 募 集 手 法 を 導 入 し 、声 な き 声 を 吸 い 上 げ る こ と を 目


的 に 、策 定 当 初 か ら 多 く の 市 民 が 携 わ っ た 経 緯 が あ る よ


う に 、“ 市 民 力 ”と い う も の は 市 の 発 展 の 原 動 力 で あ る


こ と か ら 、市 に は 本 計 画 の 趣 旨 や 目 的 等 に つ い て 、市 民


の 皆 さ ん へ の 幅 広 い 周 知 に 努 め る と と も に 、お 互 い の 自


主 自 立 の 確 立 の も と 、市 民 と と も に 進 め る ま ち づ く り を


要 望 す る も の で あ る 。  


・ 続 い て 二 つ 目 の 答 申 に つ い て 。 こ こ に 記 述 さ れ て い る


内 容 に つ い て は 、皆 様 方 よ り 度 々 頂 い た ご 意 見 で あ る 。


基 本 計 画 を 審 議 す る 上 で 、 ひ と つ の 政 策 だ け で は 目 的


の 達 成 が 困 難 で あ り 、 相 互 の 取 組 み が 結 び つ き 、 お 互


い を 補 完 す る 中 で 、 計 画 全 体 の 効 果 が 生 ま れ て く る こ


と は 皆 さ ん も 強 く 感 じ た も の と 思 う 。 こ れ に つ い て よ


り 端 的 に 申 し 上 げ る な ら ば 、 行 政 の 縦 割 り の 解 消 を 求


め る も の で あ り 、 組 織 全 般 に わ た る 連 携 を 図 っ た 上 で


の 計 画 の 推 進 を 要 望 す る も の で あ る 。  


 


・ 続 い て 三 つ 目 。 こ れ に つ い て は 、 答 申 で あ る こ と か ら
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簡 潔 に 示 さ せ て い た だ い た が 、 今 の 行 田 市 に 求 め ら れ


る 、 重 み と し て は 相 当 強 い 内 容 か と 思 わ れ る 。 内 容 と


し て は 全 国 的 に 人 口 が 減 尐 す る 中 で は あ る が 、 ど う か


行 田 市 に お い て は 、 人 口 減 尐 を 抑 制 す る た め の あ ら ゆ


る 施 策 に 全 力 を 挙 げ て 取 組 み 、 ま ち に 活 力 を 生 み 出 し


て い た だ き た い と い う 思 い を 表 し た も の で あ る 。 都 市


基 盤 整 備 に つ い て は 、 人 口 増 加 に 結 び つ く 有 効 的 な 土


地 利 用 を 最 大 の 課 題 と し て 検 討 す る こ と 、 ま た 、 施 策


に つ い て は 、 行 田 に 安 心 し て 住 み 続 け ら れ る よ う な 施


策 、 さ ら に 住 ん で み た い と 思 わ れ る よ う な 魅 力 あ る 施


策 を 展 開 し 人 口 減 尐 の 抑 制 に 全 力 を 挙 げ て 取 組 む こ と


を 要 望 す る と と も に 、 文 字 と し て の 記 述 は な い が 、 こ


れ を 実 現 さ せ る べ く 、 高 い 政 策 形 成 能 力 を 持 っ た 職 員


の 育 成 も 併 せ て 望 む と こ ろ で あ る 。  


・ 続 い て 四 つ 目 。 こ こ に 込 め た 思 い は 、 こ こ 行 田 に し か


な い 地 域 の 特 色 「 行 田 ら し さ 」 を 生 か し 、 ま ち づ く り


を 展 開 し て い た だ き た い と い う も の を 表 し た 。 そ れ と


同 時 に 市 民 の 方 々 に も 、 故 郷 と し て の 行 田 に も っ と 誇


り を 持 ち 、 行 政 と と も に ま ち づ く り に 参 加 し て い た だ


き た い と い う 思 い 、 市 民 の 方 々 に 対 す る メ ッ セ ー ジ も


込 め ら れ て い る 。 将 来 像 に 「 古 代 か ら 未 来 へ 」 と あ る


よ う に 、 こ の 地 に は ど こ に も 負 け な い 誇 れ る も の 、 語


り 継 ぐ こ と が 出 来 る も の 、 さ ら に 潜 在 的 な パ ワ ー が ま


だ ま だ あ る も の と 私 は 確 信 し て い る 。 そ の パ ワ ー の 中


に は ハ ー ド 的 な 要 素 だ け で は な く 、 知 的 資 源 と い う 言


葉 が 計 画 に あ っ た よ う に 、 市 民 が 持 っ て い る 力 、 い わ


ゆ る “ マ ン パ ワ ー ” も 同 時 に ま ち づ く り に 生 か す こ と


で 、 単 な る ひ と 時 の 活 性 化 で は な く 、 恒 久 的 な ま ち の


活 力 に 結 び つ く と い う 思 い も 込 め さ せ て い た だ い た 。  


・ 続 い て 五 つ 目 。 ご 覧 の と お り 、 こ こ で は 当 審 議 会 に お


け る 提 言 ・ 意 見 は も ち ろ ん 、 何 よ り も 市 民 意 見 を 十 分


に 尊 重 し た 市 政 運 営 を 要 望 す る も の で あ る 。 今 後 、 市


民 と と も に ま ち づ く り を 進 め て い く 上 で は 、 き ち ん と


市 民 と 向 き 合 う こ と が 今 ま で 以 上 に 強 く 求 め ら れ る も
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の と 思 う 。 「 市 民 の 協 力 な く し て 市 の 発 展 あ ら ず 」 と


言 わ れ る よ う に 、 本 計 画 の 効 果 的 な 推 進 の た め に は 大


切 な こ と で あ る と 考 え る 。 併 せ て 市 民 目 線 で の 的 確 な


中 間 検 証 を 行 う こ と で 、 そ の 効 果 は よ り 高 く な る こ と


か ら 、 と か く お ろ そ か に な り が ち な 検 証 を 第 三 者 と と


も に 確 実 に 実 践 し 、 改 善 す べ き 点 を 見 い だ し 、 次 の ス


テ ッ プ に 繋 げ る と い う こ と を 望 む も の で あ る 。  


・以上、副会長とともにこれまでの意見を何度も読み返した上で、


答申としてふさわしい意見を集約し、ここに案として提示させ


ていただいた。皆様方のご判断を仰ぎたい。答申としては、こ


の文言自体は非常に完結明瞭に作ったつもりである。この答申


に付随して、皆さん方の貴重なご意見等、会議録を添えて、答


申の中に含めていきたいと考えている。  


・すべての答申が、非常にバランス良く簡潔にまとめられている。


100 文字、200 文字の文章のほうが思いを伝えることが容易なく


らいで、これを２行、３行にまとめるというのは大変なことだ


ったと思う。  


・この中で特に、第１番目には「自主自立のもとの協働」という


ことで、「協働」という言葉。２番目では縦割り主義を廃除して


連携するという説明があったが、これは行政にぜひ進めていっ


てほしいと思う。３番目は「総合的に推進されたい」というこ


とで、職員の育成や人材も含め、総合的にという説明があった。


４番目は、どこにもない地域資源という言葉に触れていただい


た。５番目に至っては完璧である。私は「ぎょうだ夢づくり会


議」の答申案を常に持っているが、公募の人も含めた 54 名の素


晴らしい会議であった。この実際の計画づくりの間に、その市


民の皆様の夢づくり会議の意見を随所にちりばめて作られてい


るというのは、行田らしく非常に素晴らしいことなので、それ


を考慮してやっていただきたい。最後には「的確な中間報告」


とあり、これはともすれば忘れられがちであるが、やはりきち
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んとやっていきなさいということで、本当に１番から５番に関


して、短い言葉でまとめていただいたと思っている。  


・ありがとう。それでは、答申案については、このような形で答


申するということでよろしいか。  


（異議なし：全委員承認）  


・了解をいただきありがとう。なお、先ほど申し上げたように、


答申の際には別添として、これまでの経緯を記した会議録を添


付し、委員各位からいただいた個別意見が分かるようにしたい


と考えている。  


・当日は、私と副会長で皆様方を代表し、思いをしっかりと市長


に伝えてきたいと思うので、どうかよろしくお願いしたい。  


・以上で議事は終了であるが、全体を総括すべく、その他に移り


たい。  


 


（３）その他  


・これまで、基本構想、基本計画と審議してきたが、市民を代表


して本計画策定の審議に携わった皆様方には、特段の思いと今


後に望む意見・要望があるかと思う。  


・ここでは委員間での自由討議とさせていただき、委員として、


また１人の市民として、本計画の推進に関連するご意見を述べ


ていただければ、総括として形あるものになろうかと思う。そ


れでは、ご意見のある方はご発言お願いしたい。  


・前回の会議で第５回の議事録が配布されたが、その中で私が、


この基本計画の「市民ができるということ」というのは非常に


いいことだという話をし、もっと具体性があったらいいなど、


細かい話は個別に事務局にお願いしているが、全部終わってか


ら総括していきたいということが議事録に載っている。一応全


部終わったので、私なりの考え方を、意見というよりも報告を


したいと思う。  







 12 


 


 


 


 


 


 


 


 


 


 


 


 


 


 


 


 


 


 


 


 


 


 


 


 


 


 


 


 


 


・前回まで審議したこの基本計画で、「市民ができること」を数え


てみると全部で 101 ある。これを、甘い評価かもしれないが、


私個人的にチェックしてみた。  


・８タイプを全部合わせて 101 あるが、そのうち自分ができてい


るというものは 29、尐しできているというものは 25、全然でき


てないことは 32 であった。横棒の 15 は、例えば「事業所は職


場体験学習の生徒を積極的に受け入れる」等について、経営を


していなくて該当しないというものなどである。 101 のうち半


分は、尐しはできているが、全くできてないというのが３割以


上あるなという思いであった。  


・私は今まで会社人間だったので、個人的に言うと、例えば納税


するなどパーソナル的にはできているが、ただ、コミュニティ


とかこういった場がまるでできてない。総括するとそういうこ


とであった。  


・言葉としては、キーワードはやはり答申の１番にもあった「協


働」である。それから、この「市民ができること」の文章の中


にも「主体的に」ということがたくさん出ている。それから、


会長が前回言われた「市民のマンパワー」。この辺のところが非


常に大事だと思う。  


・答申の、特に１番と５番にもう述べられているので、私が言う


ことはないが、やはり今後の市民ができることを、できないこ


ともあるが、できるだけすべてが市民の力でできるよう努力し


ていきたいと思う。自分なりにも、こういう審議会に出させて


もらって、意見を述べさせてもらったので、努力していきたい


という思いがある。  


・いずれにしても、この市民ができることに関しては、我々も含


めて、一般市民にどうやってＰＲしていくか、今後進められる


実施計画の中で、どんどんいろいろな形で市民ができることを


ＰＲして、中間チェックしていくということが非常に大事なこ
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とではないかと思う。以上報告に代えさせていただきたい。  


・非常に貴重なご意見を委員からいただき、総括という意味でも


大変ありがたいと思う。  


・最後に委員が言われた「市民ができること」について、私も行


田の市議会議員をやらせてもらっており、私の口から言うのも


おかしな話であるが、最近、市民自体がどうも市政におんぶし


て、さらに“抱っこ”まで求めているというような傾向も、若


干出て来ているのではないかと思う。  


・やはり、行田市民一人ひとりが行田をつくるのだという強い気


持ちを持っていただければ、先ほどの話ではないが、行田はま


だまだこれからＢ級からＡ級に向かっていくらでもできるかと


思う。ぜひ委員皆さんの今後のお力添えをお願いしたい。  


・ほかにご意見はあるか。  


・今回のこの会議というのは、基本構想、基本計画ということで、


どちらかといえば、目標や方向性という部分について我々は審


議していたが、委員の方々は各分野で専門的に活躍されている


方も多いと思われる。これまでの意見を聞いていると、どちら


かというと総論よりも各論の細かいご意見のほうが多かったよ


うに思う。  


・これから、具体的な実施計画等を決められると思うが、私はぜ


ひそちらのほうに委員として呼んでいただきたく、一考いただ


ければと思う。  


・今回の基本構想、基本計画というのは、方向性として言うこと


はないという感じだと思う。やはりどうしても、どちらかとい


うと実施計画に近いようなものの中で交わされる意見が多かっ


たような気がするので、ぜひそちらのほうで、いかにこれを具


現化するかということが大事ではないかと思っている。  


・ありがとう。何の会合でもそうであるが、行田が良くなるなら


総論的には賛成だが、部分的に各論になって、そこに直接影響
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などがあると反対と、昔からよく言われる総論賛成・各論反対


というのが市民の典型的なものであると言ってもいいのではな


いかと思う。  


・今言われたように、これは第５次総振のあくまで目標というこ


とで、皆さんにご意見を賜ったものである。  


・今、委員が今後の各論の審議には委員として呼んでいただきた


いというご意見もあった。このあといろいろな各委員の募集が


あろうかと思う。その募集は市報に必ず出るので、そのときに


はぜひ皆さんのほうからも、遠慮なく出ていただければありが


たいと思う。  


・この委員の中でも、澤田委員、橋本委員は市報の公募の中から


手を挙げて来てくださった方で、貴重な意見を出していただい


た。皆さんも次の機会にぜひお願いしたいと思う。  


・ほかに何かあるか。よろしいか。  


（特に意見なし）  


 


議事の終了  


・長い時間を費やして審議した結果を、私と副会長で市長へ答申


として持って行きたい。また冊子ができたら、皆さんにもお渡


しするので、よろしくご活用をお願いしたい。  


・それでは、会議の進行を事務局へお返ししたい。  


 


※  高橋総合政策部長あいさつ  


※  総合振興計画の資料編の中に、総合振興計画審議会委員として


委員の所属する機関及び氏名を掲載することの了承を得る。  


 


＜閉会：副会長＞  


 








第８回行田市総合振興計画審議会 次第 


 


平成２２年１０月２９日（金） 


午後２時００分～ 


産業文化会館第２会議室 


 


１．開  会 


 


２．会長あいさつ 


 


３．議 事 


（１）第５次行田市総合振興計画基本計画（原案）について 


  「重点プロジェクト」 


（２）答申について 


 


４．その他 


 全体の総括（自由討議） 


 


５．閉  会 


 








平成２２年１１月９日 


 


 


 行田市長 工 藤 正 司  様 


 


 


行田市総合振興計画審議会 


会長 田 口 英 樹 


 


 


第５次行田市総合振興計画について（答申） 


 


 平成２２年６月２８日付行企第３５３号にて諮問のありました、第５次行田


市総合振興計画（案）について慎重に審議した結果、適切であると認めます。 


 なお、計画の推進にあたっては、下記の事項について十分配慮されることを


要望いたします。 


 


記 


 


１ 本計画は、市民とともに推進することで最大の効果を発揮できるものと考


える。このため、本計画を分かりやすく市民に周知し理解と協力を求め、自


主自立のもとに協働によるまちづくりを進めていただきたい。 


 


２ 各大綱に基づいて掲げられた政策及び施策は相互に関連していることから、


分野横断的に全市をあげて取り組むように努めていただきたい。 


 


３ 将来人口で掲げた目標の達成に向けて、地域間のバランスを考慮した都市


基盤整備を始め、特色のある施策を積極的かつ総合的に推進されたい。 


 


４ 本市がこれまで築いてきた、歴史・文化・産業などの特色ある地域資源を


生かし、活力あるまちづくりに向けて、最大限の努力を払われたい。 


 


５ 本計画の推進にあたっては、審議過程において出された各施策等に対する


個別の意見・要望の他、ぎょうだ夢づくり会議からの提言や市民意見を十分


尊重するとともに、的確な中間検証を実施されたい。 








第５次行田市総合振興計画審議会委員名簿 


 


                    （平成 22 年 11 月 9 日答申時：敬称略） 


区分 選出対象団体等 氏名 備考 


第１号委員 


行田市議会 田口 英樹 会長 


行田市議会 香川 宏行  


行田市議会 小林 友明  


行田市議会 中村 博行  


第２号委員 
行田市教育委員会 岸田 昌久 前任者 保泉欣嗣 


行田市農業委員会 新井 健一  


第３号委員 


行田商工会議所 鈴木 秀憲  


行田市自治会連合会 高橋 弘行  


（社）行田青年会議所 原口 方宏  


（社）行田市医師会 根本 和雄  


ほくさい農業協同組合 小川 勢津雄  


行田市民生委員・児童委員連合会 小林 康男  


（福）行田市社会福祉協議会 引地 みち子  


行田市体育協会 長谷見 輝生  


行田市文化団体連合会 大澤 由子  


行田市ＰＴＡ連合会 新井 誠  


行田市観光協会 斎藤 孝次  


第４号委員 
ものつくり大学 龍前 三郎  


行田市男女共同参画推進審議会 横田 保良 副会長 


第５号委員 
公募市民 澤田 春雄  


公募市民 橋本 信雄  


 





